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光結合光結合VLBIVLBI観測網観測網



通信回線の有効利用通信回線の有効利用

1.1. L1L1オンデマンド接続オンデマンド接続
１）１） ノード間の接続、回線設定ノード間の接続、回線設定

２）２） 帯域保証帯域保証

2.2. １０１０GbEGbE回線の共用回線の共用
１）１） ノード間接続の共用ノード間接続の共用

２）２） 帯域可変帯域可変

3.3. 複数回線の並列伝送複数回線の並列伝送
１）１） 経済的なアクセス回線設定経済的なアクセス回線設定

２）２） 苫小牧アクセス回線（苫小牧アクセス回線（GbEGbE××３）３）



L1L1オンデマンド接続オンデマンド接続
２００７年度の活動



L1L1オンデマンド接続試験オンデマンド接続試験

接続試験日 2008年6月11-13日
試験参加局 山口３２ｍ局、つくば３２ｍ局、三鷹相関局
試験手順 （１）回線接続要求（観測30分前）

（２）回線確立確認（観測10分前）
（３）データ伝送開始
（４）相関の確認

2008年7月1日に朝日新聞取材、
公開デモンストレーションを行った。



接続系統図接続系統図（山口ー三鷹）（山口ー三鷹）



予約画面（接続ノード指定）予約画面（接続ノード指定）



予約画面（遅延時間表示）予約画面（遅延時間表示）



予約画面（確認）予約画面（確認）



オンデマンド光結合オンデマンド光結合VLBIVLBI
 超高速通信回線で望遠鏡を結合
高感度
実時間

回線設定要求
回線設定要求
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実時間相関の運用画面実時間相関の運用画面



まとめまとめ

 L1L1オンデマンド接続による電波望遠鏡の結合オンデマンド接続による電波望遠鏡の結合
に成功した。に成功した。

 観測開始３０分前の予約開始で接続が可能観測開始３０分前の予約開始で接続が可能
であることが分かった。であることが分かった。

 接続中は「エラーフリー」で、観測に支障は接続中は「エラーフリー」で、観測に支障は
まったく発生しなかった。まったく発生しなかった。

 今後は、今後は、GbEGbE３回線のオンデマンド接続（オン３回線のオンデマンド接続（オン
デマンド・リンクアグリゲートデマンド・リンクアグリゲート))で苫小牧１１ｍで苫小牧１１ｍ
鏡の接続を行いたい。鏡の接続を行いたい。


